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 Ⅳ総括

 Ⅳ総括

 1竪穴住居跡の規模・形態と遺物の出土傾向

 今回の調査では、古墳時代から平安時代にかけての31棟の竪穴住居が検出された。古墳時代の1

 棟を除き、8世紀中葉から10世紀前葉までの時期に収まるものと推定される。これら住居跡は一部を

 除き概ね南北方向に軸を揃える規則的な配置が看取される。また、前述のように、住居跡内からは柱

 穴は全く確認されなかった。

 8世紀中葉の竪穴住居跡は、より小型のもの(SI7b・63)とより大型のもの(SI64・81・82)の2

 種に大別される。両者とも遺物の出土量が少ない。住居南部に遺物が密に分布する。圷類ではA・B・

 C・V類が認められる。甕類では、小型甕A、B類、長胴甕A、C類が認められるが、A類がより出土量

 が多い。ただし、SI8!竪穴住居跡のみ、長胴甕C類の出土が多いほか、内外面ミガキ調整のある土師

 器無台圷(!1)、須恵器甕蓋(115)赤焼土器甑?(16)などが出土する。

 8世紀後葉の竪穴住居跡(SI85)は、約4.5m四方の規模を持ち、圷B類の出土が認められ、長胴甕

 A・C類、須恵器大型甕の出土が認められる。遺物は住居跡北部カマド周辺に密集する。

 8世紀末葉から9世紀前葉の竪穴住居跡は、より小型のもの(SI71・86)とより大型のもの(SI27・

 74)の2種に大別される。前者はカマドの位置を確定できなかったが、後者は南カマドで、遣物はカ

 マド周辺に密集するようである。圷類では、A・C・D・G・1・K・M・R・U類が出土し、G類が主体を占

 める。甕類では、小型甕A・B類、長胴甕A・C類、須恵器大型甕の出土が認められるが、前代に比べ、

 小型甕B類の出土が目立つようになる。なお、SI27竪穴住居跡は、後述する9世紀中葉の住居跡群に

 より近い遺物の出土傾向を示す。

 9世紀中葉の竪穴住居跡は、より小型のもの(Sl18・50・78)とより大型のもの(Sl14・77・89b)

 の2種の大別される。前者は、SI18竪穴住居跡を除き、南カマドでカマド周辺に遺物が密集する。Sl18

 竪穴住居跡は北カマドと推定されるが、やはり遺物はカマド周辺に密集するほか、内黒土師器圷の出

 土が非常に多い。後者は、南カマドのもの(iSl14)と東カマドのもの(SI77)とカマドの位置は異な

 るが、カマドの構築の際に人頭大の礫を使用し、かなり大掛かりなカマドを構築する点で共通性があ

 る。なお、Sl14竪穴住居跡では、住居跡東側の落ち込み部分に非常に高い密度で遺物が分布し、落ち

 込み下層には灰と推定される白色の堆積物が確認されている。また、住居跡床面に非常に広い範囲で

 焼土が確認されている。SI89b竪穴住居跡は東カマドと判断されるが、果樹により撹乱され、構造は

 不明である。圷類では、A・D・F～L・N～V類と多彩な様相を示し、特にこの傾向はSI14竪穴住居跡

 で顕著であるが、概ねF～J類が主体を成している。甕類では、前代同様小型甕A・B類、長胴甕A・C

 類、須恵器大型甕が認められるが、小型甕ではB類が、長胴甕ではC類が主体を占める。

 9世紀後葉の竪穴住居跡は、より小型のもの(SI21・73・91ab)とより大型のもの(SI89a・89c)

 の2種に大別される。カマドは殆ど確認できなかった。圷類では1・J・R・S～U類が確認され、前代

 同様1・」類が主体を占めるが、A～G類が姿を消す。甕類についても、前代と同様の様相を示すが、長胴
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 Ⅳ総括

 甕A類の比率が再び高くなる。加えて、体部下半にタタキの残る長胴甕B類が出現する。また、前代

 に比べ皿の出土が目立つようになる。

 10世紀前葉の竪穴住居跡(SI69)は、約4.5m四方の規模を持ち、圷類では、丁類が認められ、甕類

 は前代と同様の傾向を示す。杯類での須恵器の出土量が極端に減少し、赤焼土器が主体となる。甕類

 では小型甕A類が姿を消す。

 上記のように今回確認された奈良・平安期の住居跡の傾向として、各時代において、住居跡はよ

 り小型のものと大型のものの2種に大別される。前者は、カマドを構築しないか若しくは簡易なもの

 を構築し、後者は煙道を伴うしっかりしたものを構築する傾向にあると推定される。出土遺物の傾向

 については、差異は認められなかったが、内外面にミガキを有する椀或いは鉢形を呈する圷類(11・

 41・51)、高坏脚部(207)が出土しており、本市域の当該期の集落と若干の差異がみられる。また、

 SI89b竪穴住居跡で出土した墨書「示」は山形市内では初出の文字種である(但し「禾」と解読され

 たものの一部がこれにあたる可能性がある。)。

 周辺の遺跡では、本遺跡西側に位置する山形市梅ノ木遺跡において8世紀前半に位置づけられる竪

 穴住居群が確認されている。ちなみに、本遺跡と梅ノ木遺跡については、非常に近接した距離にあり

 同一時期の遺物が出土したことから、同一の遺跡である可能性も指摘された。しかしながら、試掘調

 査の結果では本遺跡西側に広い範囲で礫層が広がっており、遺構の連続性が確認できなかったことか

 ら別遺跡としている。また北側に位置する山形市一ノ坪遺跡では、8世紀後半から9世紀前半の主軸

 を揃える掘立柱建物跡群や9世紀から10世紀前半にかけての竪穴住居跡群など本遺跡と重複する時期

 の遺構が多数確認されている。これら遺跡では特に8世紀後半から9世紀前半にかけての主軸を揃え

 た掘立柱建物跡群が検出されるなど、地名と考え合わせて条里制が施行された可能性を指摘されてい

 る。本遺跡においては、調査区の制約から掘立柱建物跡を確定するにいたらず、果たして隣接する遺

 跡群と類似する集落構成をとるかは確認できなかった。但し、竪穴住居跡に関しては、概ね軸を揃え

 る傾向にあり、その方向は前述の遺跡群と同様である。

 2出土遺物の様相

 今回の調査で出土した遺物は奈良・平安期の遣物を主体とし、整理箱で44箱出土した。前章におい

 て出土土器について細分を行ったが、特に出土量の多かった圷・小型甕・長胴甕を中心にして時期別

 の様相と村山盆地では出土量の多い部類に入る金属製品について以下に記す。

 8世紀中葉から後葉の土器は圷A・B・C類が主体となる。その他、鉢形を呈する圷V・X類といった

 器形が含まれる。長胴甕では、土師器(A類)が主体で、僅かに赤焼土器(C類)がある。

 8世紀末葉～9世紀前葉の土器は杯A類が減少し、圷G・1・K類が主体となり、圷G類は体部の形態

 がH類と前代と同様のプロポーションを引き継ぐ。また体部下半が極端に屈曲する圷M類、全体的に

 小ぶりで鉢形を呈する圷U類といった器形が含まれる。長胴甕では、土師器(A類)、赤焼土器(C類)

 ともに認められるが、前代に比べ後者が増加する。また赤焼土器(C類)では内面にハケメが認めら

 一92一



 Ⅳ総括

 れる。

 9世紀中葉の土器は、圷類のヴァリエーションが増える。圷A類は殆ど出土しなくなる。主体とな

 る圷類はおおまかに4群に大別される。前代の器形を引き継ぎやや箱形を呈し、ほぼ同様のプロポー

 ションで法量の小さいものから、F・G類に区別される一群、前代より外傾度が大きくなり、ほぼ同様

 のプロポーションを呈し、法量の小さいものから、D・1・J・L類に区別される一群、後代の特徴を示

 しつつある体部がより直線的で、法量の小さいものからN・H類に区別される一群、内黒土師器でほ

 ぼ同様のプロポーションを呈し、法量の小さいものからP・Q・R類に区別される一群である。その他、

 鉢形のO・U・V・W類、後代の特徴を示す丁類がある。またこの時期になると、底部の切離し後の調

 整が施されないものが出現してくる。長胴甕では、土師器(A類)、赤焼土器(C類)ともに認められ、

 比率は前代と同様である。土師器(A類)の最大径が前代に比べ大きくなる。また赤焼土器(C類)の

 内面にハケメが殆ど施されなくなる。

 9世紀後葉の土器は、前代に比べ圷類のヴァリエーションが少なくなる。前代から継続する圷1・J

 類の一群、圷N類の一群、圷P・R類の一群の他、鉢形を呈する圷S・V類、後代の特徴を示す圷丁類で

 ある。種別で見ると、圷」類は須恵器、杯N・P・V類は赤焼土器、圷R類は土師器に限定されるよ

 うになる。前述のように皿の出土量が増加する。長胴甕は、土師器と赤焼土器の両者が認められる。

 土師器(A類)は前代とほぼ同様のプロポーションと推定される。赤焼土器では、体部下半の内外面

 にアテ・タタキのある丸底のもの(B類)が組成に加わる。赤焼土器長胴甕はB・C類ともに内面にハ

 ケメが全く見られなくなる。

 10世紀前葉の土器は、圷のヴァリエーションが今回確認できたのは、丁類のみとなる。須恵器の出

 土が殆ど無くなり、赤焼土器が主体となる。長胴甕では、前代とほぼ同様の様相を呈すると推定され

 るが土師器長胴甕(A類)の最大径がやや小さくなるようである。

 小型甕類では、土師器(1A類)と赤焼土器(B類)の両者が9世紀代まで並存し、時期が下るにつれ

 赤焼土器の比率が増加し、10世紀になると土師器が見られなくなる。

 煮沸形態の土器については、8世紀段階から赤焼土器長胴甕が出土している。このような様相は、

 村山盆地西部の最上川流域の遺跡と近似した様相を呈し、本市南部との当該期の遺跡と異なる様相を

 呈す。

 個別の土器では、甑?(16)については、本遺跡周辺では、河北町熊野台遺跡第27・28号住居跡

 (8世紀中葉)に出土例があり、概ね同時期の所産と推定される。体部下半にタタキの残る長胴甕B類は、

 山形市内では初の確認例となる。付近の出土例では河北町熊野台遺跡第27号住居跡(8世紀中葉)、

 同町不動木遺跡第3号住居跡(8世紀中葉)から出土している。前記2例に比べ本遺跡出土例は体部

 下半が絞り込まれるプロポーションを呈する。遊佐町北目長田遺跡SD674溝跡出土例、同町堂田遺跡

 SE5!井戸跡出土例といった概ね9世紀中葉から10世紀にかけての庄内平野北部の遺跡群の出土例と

 近似、し、共伴する遺物もほぼ同様の様相を呈する。

 金属製品では、袋状鉄斧、紡錘車、鎌、刀子、鉄鏃などが出土した。特に袋状鉄斧、紡錘車の完形
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 品が出土し、当該期のその形状を知る良好な資料が得られた。

 袋状鉄斧は、全て一個の鉄鎚から叩き伸ばして製作された鍛造品である。概ね同じ大きさの2個体

 (148・174)と袋部の長い1個体(IO7)が出土した。袋部の断面形や身の大きさに違いが認められるが、

 用途による差なのか、単なる個体差なのかは不明である。

 紡錘車は、2個体(IO8・180)出土した。糸巻棒の上半に紡錘車が位置する。糸をかける部分が残存

 している個体は市内では初の出土である(1但し保存処理時に破損)。

 鎌は1個体(145)出土した。柄に装着する部分が折り曲げられている。柄に対して鈍角に装着され

 たと推定される。

 刀子は1個体(183)出土した。先端が欠損しているが、なかごの大きさが大きく、片刃であること

 から短刀のような形態をとると推定される。

 鉄鏃は1個体(244)出土した。柄が欠損している。SI74竪穴住居跡煙道内から出土した。

 その他、遣構外から不明金属製品(248)が出土している。

 金属製品については、近年本遺跡付近で出土例が増加しており、天童市永源寺遺跡、山形市北向遺

 跡(未報告)において紡錘車、袋状鉄斧などが出土している。これら遺跡は本遺跡も含めて立谷川扇

 状地の扇端部付近に立地し、時期も概ね一致するものであるが、古代において本遺跡付近で他地域に

 比べ金属製品の使用頻度が高かったのではなく、単に地形・土壌による金属製品の遺存のしゃすさに

 起因すると考える。

 3調査の成果

 今回の調査は、民間宅地造成事業に伴い実施されたものである。調査区は街区道路部分のみに限定

 された調査であったが、古墳時代及び奈良平安時代の31棟の竪穴住居跡が確認された。特に8世紀中

 葉の住居跡群は、市内では確認例が少なく近年本遺跡付近での確認例が増加している。このような奈

 良時代の集落が本遺跡周辺で多く確認されるのは、周辺に古墳群を形成する在地勢力が存在し、古代

 の早い段階から集落が営まれていたことが原因の一つと云われている。加えて、立谷川扇状地の形成

 時期が古く、未だ形成過程にある馬見ヶ崎扇状地より安定した地形であって、遺跡が確認されやすい

 ことも一因としてあげられよう。また、10世紀段階の集落跡についても、市内では確認例が少なく、

 馬見ヶ崎下流(白川)沿岸の境田C!遺跡や馬上台遺跡、蔵王山腹にある三本木窯跡以外は、立谷川

 流域に散見されるのみである。

 また、金属製品では、9世紀中葉の袋状鉄斧や紡錘車の完形品が出土し、形態を知る上で良好な資

 料をえることができた。近年調査された山形市北向遺跡でも良好な資料が出土しており、山形市域に

 おける当該期の研究資料として貴重なものと考える。
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みなみしだいせきはっくつちょうさほうこくしょ
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山形県山形市埋蔵文化財調査報告書

 第23集

國井修

山形市教育委員会
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ふりがな

所在地

やまがたけん

山形県
やまかたし

山形市

大字漆山

 宇南志田・

大壇

種別

集落跡

集落跡

集落跡

コード

市町村

 一1齢 平成14年度新規

北緯

 140度

 21分

 27秒

東経

 38度

 18分

 52秒

調査期間

20030227

～

20030502

調査面積

 (㎡)

2,700

調査原因

民間宅地

造成事業

 主な時代

古墳時代

 奈良・平安時代

中近世

 主な遺構

 竪穴住居跡1棟

 竪穴住居跡30棟

溝跡

墓坑

 主な遺物

 二k師器(甕)

 土師器(圷・甕)

 須恵器(圷・圷蓋・

 皿・甕)

 赤焼土器(圷・皿・

 甕)

 金属製品(袋状鉄

 斧・紡錘車・鉄鎌・

 刀子・鎌)

 石製品(砥石)

陶磁器

馬骨

 古銭(政和通宝)

特記事項

 8世紀中葉から10

 世紀前葉の多数の

 竪穴住居跡を確

 認。市内初の赤焼

 土器丸底長胴甕、

 袋状鉄斧・金属製

 紡錘車の完形品出

 土。

 総出土箱数44箱

 一!00一
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